





































Drama for International Understanding and International Education
HIDA Norifumi
Abstract　 It has been about 70 years since Japanese schools joined the UNESCO 
Associated Schools Network in 1953 under the influence of education for 
international understanding promoted by the UNESCO.  A turning point in its 
history was in 1974, when UNESCO held its 18th General Assembly and adopted 
the Recommendation concerning Education for International Understanding, Co-
operation and Peace and Education Relating to Human Rights and Fundamental 
Freedoms.  It expanded the content of education for international understanding, 
and reaffirmed the importance of international education.  On the other hand, in 
the same year, in Japan, the Central Council for Education argued in the report 
International Exchange in Education, Academics and Culture (1974) that it was 
urgent to develop ‘a Japanese person living in international society’, and proposed a 
Japanese version of international understanding education, dif ferent from the 
UNESCO version.  After that, the discussion was taken over by the National Council 
on Educational Reform, Report on Education Reform (1985―1987) and it also 
advocated the need for international understanding education.  As a result, the 
Ministry of Education, Science and Culture called for the implementation of 
“international understanding” in such subjects as Japanese, Social Studies, English 
and Moral Education in the course of study announced in 1989.  Since then, 
students have been learning about international understanding education in these 
subjects.
　 With the spread of international understanding education (or international 
education), various drama activities on the theme of international understanding 
education have been carried out in schools, but there are few researches that 
comprehensively summarize such drama activities.  Therefore, this study will 
attempt to unpack what drama activities have been carried out with the theme of 
international understanding education.
　 The study reveals that a wide variety of drama activities have been carried out, 
for international understanding has come to cover a wide range of fields, such as 
expressiveness, intercultural understanding, multicultural coexistence, peace 
education, international exchange, international cooperation, human rights 
education, development education, environmental education, SDGs and so on.  It 
also makes clear that in those activities, various drama conventions are used.
　 In addition, according to Fumi Sasaki’s doctoral dissertation, The Examination of 
Basic Theories of Education for International Understanding, and the Study on the 
Development of Teaching Materials in Primary Education based on the Examination 
(2002), it is appropriate to adopt a physical approach centered on ‘relationship’ and 
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‘dialogue’ in education for international understanding in elementary education, 
and in that sense, it has become clear that it is very meaningful to introduce drama 
activities to the education.









































































  （日本ユネスコ国内委員会、1960、pp. 48―49）
その後、ユネスコの国際理解教育の基本理念は維持されつつも、その目標は各
時代の社会状況の影響を受けて変化していく。それは、大きく3つ―①相互理
解、東西理解、国連理解を目標とする時期（1947～1950）、②地球市民の育成
を目標とする時期（1950～1974）、③文化間理解、環境問題、開発問題などの
世界的課題の理解と解決を目標とする時期（1974～1994）に分類することが可
能である（永井、1989）。以下、現在の国際理解教育の大元になっている③以
降の時期を取り上げる。
　1970年代になると、石油危機をめぐる国際情勢の複雑化、人口、食料、資源、
エネルギー、環境などの世界の共通重要問題が深刻化し、また、開発途上諸国
で人種・人権問題が表面化し、先進工業諸国からは人権と基本的自由を確立す
るための教育に対する要請が高まった。そこで、ユネスコはそれまで議論され
てきた国際理解教育についての考えを総括し、1974年の第18回ユネスコ総会
で、①国際的視野の重視、②他文化に対する理解と尊重、③世界的な相互依存
関係についての自覚、④コミュニケーション能力、⑤権利と義務、⑥国際的な
連帯と協力、⑦社会・国・世界全体の諸問題への参加を主要テーマとして論じ
る「国際理解、国際協力および国際平和のための教育ならびに人権および基本
的自由についての教育に関する勧告」を採択した。この教育勧告は、人権と平
和を基盤にすえ、文化間理解、環境問題、開発問題などの世界的課題の理解と
解決への具体的実践を強調したもの（米田、2008）で、その内容が従来の国際
理解教育の枠組みを拡大していることから「国際教育」とも称される。
　現在もこの1974年の勧告がユネスコの国際理解教育の基盤となっているが、
その後の社会変化に合わせて一部改訂が行われている。
　1994年、第44回国際教育会議で「平和、人権、民主主義のための教育宣言」
が採択された。1974年の勧告以降、人権、基本的自由の尊重・保障、世界平
和などが最重要の事柄として掲げられるようになったことから、1974年の勧
告に修正が加えられた。また、2002年、国連は第57回国連総会本会議で「持
国際理解教育および国際教育における演劇活動
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続可能な開発のための教育の10年」を採択し、主導機関にユネスコを指名した。
それ以来、ユネスコは、この持続可能な開発のための教育も念頭におきながら
国際教育を展開している。
日本の国際理解教育
　日本の国際理解教育は1953年に東京教育大学付属中学・高等学校や広島大
学教育学部付属中学・高等学校などがユネスコスクールに参加したことから始
まるが、その内容は、日本が高度成長期に入る1960年代頃から少しずつ方向
を変え、ユネスコの理念からかけ離れたものとなっていく。理由はいくつかあ
るが、この時期、政府が教育へ積極的に介入するようになったことが大きい。
まず、1966年、文部省が「愛国心」や「天皇への敬愛」を盛り込んだ「期待
される人間像」を発表し、実質、国際性よりも国民性を重視した国際社会に生
きる日本人の育成を求めた（佐々木、2000）。この国粋主義的・愛国主義的・
国家主義的傾向は長く続く―1974年、中央教育審議会は答申『教育・学術・
文化における国際交流について』で「国際社会に生きる日本人」の育成が急務
であると論じ、「外国語学習」「国際交流」「帰国子女教育」を中心とする中央
教育審議会（日本）型の国際理解教育を提案し、ユネスコの国際理解教育と決
別した。田渕五十生（2001）は、こうした日本の国際理解教育の流れについて
次のように分析する。
日本の国内委員会は、この「国際教育勧告」を無視したのである。高度
経済成長を達成して、国家や国民意識を強化しようとする当時の文部省
や政策立案者にとっては、人類的な視点から南北間の経済格差を是正し、
地球的規模で人権や平和を浸透させようとする「国際教育勧告」は、日
本の国際理解教育の目標としては相応しくないと映ったのである。（pp. 
5―6）
また、1974年の中央教育審議会の答申を踏まえ、1985～1987年、臨時教育審
議会は、『教育改革に関する答申』（第1次～第4次）で教育改革の柱の一つに「国
際化に対応した教育の推進」を据え、その中で「よき国際人はよき日本人であ
ることを深く認識し、国を愛する心を育てる教育、日本文化の個性をしっかり
身につけさせる」と論じた。こうした議論を踏まえ、文部省は1989年告示の
小学校、中学校、高等学校の指導要領の改訂の基本方針の一つを、「我が国の
文化と伝統を尊重する態度の育成を重視するとともに、世界の文化や歴史につ
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いての理解を深め、国際社会に生きる日本人としての資質を養うこと」とし、
国語、社会、外国語、道徳の中でそれを実現することを目論んだ。
　その後、1996年、中央教育審議会は、答申『21世紀を展望した我が国の教
育の在り方について』の「第3部第2章　国際化と教育」で、「国際理解教育の
充実」を掲げ、次のように記し、国際理解教育をあらゆる教科で実施すること
を提案した。
国際理解教育は、各教科、道徳、特別活動などのいずれを問わず推進さ
れるべきものであり、［中略］この教育を実りのあるものにするためには、
単に知識理解にとどめることなく、体験的な学習や課題学習などをふん
だんに取り入れて、実践的な態度や資質、能力を育成していく必要があ
る。［中略］指導の在り方としては、国際理解教育が総合的な教育活動
であることを踏まえて、［中略］「総合的な学習の時間」を活用した取組
も考えられよう。
この議論を受け、国際理解教育は、1998年告示の指導要領からは新設された「総
合的な学習の時間」の一部に位置づけられることとなった。
小学校学習指導要領、および中学校学習指導要領
第1章総則　第3　総合的な学習の時間の取扱い
3　各学校においては、2に示すねらいを踏まえ、例えば国際理解、情報、
環境、福祉・健康などの横断的・総合的な課題、児童の興味・関心に基
づく課題、地域や学校の特色に応じた課題などについて学校の実態に応
じた学習活動を行うものとする。
　なお、2005年、文部科学省は、「初等中等教育における国際教育推進検討会」
の報告で当時の国際理解教育は異文化理解・交流に留まっていると分析し、「国
際教育」、すなわち「国際社会において、地球的視野に立って、主体的に行動
するために必要と考えられる態度・能力の基礎を育成するための教育」へ転換
させる必要があると打ち出した。また、国際教育を1998年告示の指導要領の
基本理念である「生きる力」を育むことに直接つながるものと位置づけた。
国際理解教育をテーマとする演劇
　日本の教師は、これまでユネスコや中央教育審議会、文部科学省が紹介する
国際理解教育および国際教育における演劇活動
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国際理解教育（国際教育）の目標と内容をもとに演劇活動を設計し実施してき
た。そこで、ここでは、主に小学校、中学校、高等学校において実施された「国
際理解教育」をテーマとする演劇について取り上げる。
　国際理解教育をテーマとする演劇活動は2種類に分類可能である。1つは、「国
際理解教育をテーマとする」と明確に論じている演劇活動である。この場合、
教師はユネスコや中央教育審議会、文部科学省の国際理解教育の目標などに言
及しつつ、国際理解教育そのものか、国際理解教育の対象分野である「表現力」
「異文化理解」「多文化共生」「平和教育」「国際交流」「国際協力」「人権教育」
「開発教育」「環境教育」「SDGs」などをテーマとする演劇活動を実施する。も
う1つは、国際理解教育への言及はないが、今挙げたような国際理解教育の対
象分野をテーマとして実施される演劇活動である。この場合、教師は、必ずし
も国際理解教育を意図しているわけではないが、結局のところ、その教師がし
ている活動内容が国際理解教育が目指すものと一致している場合がある。
　本研究では、前者の活動のみを取り上げた場合にその例が少ないため、後者
―特に「国際理解教育」への言及があるものを優先しつつ、「表現力」「異文
化理解」「平和教育」「国際協力」「人権教育」「開発教育」「環境教育」「SDGs」
をテーマとする演劇活動を取り上げることにする。なお、本論文では、各分野
を見ていくにあたり、その分野における全ての演劇活動を取り上げることは不
可能なため、断片的となるが、いくつかの代表的なものを取り上げることにす
る。ここで重要なのは、国際理解教育が対象とする分野が多様化し、その各分
野で演劇が教育方法として積極的に使われているという事実である。
「表現力」をテーマとする演劇活動
　「表現力」をテーマとする演劇活動は多く存在しているが、国際理解教育と
関連づけられているものは少ない。磐田市立城山中学校教諭の中村和久（1993）
は、1990～1992年度に国際理解教育の一環として「自己表現力」をテーマと
する演劇活動を実施した。彼は、国際理解と自己表現力の関係について次のよ
うに論じる。
「暗黙の了解」や「目でものを言う」等の言葉に象徴される日本が、多
種多様の民族が多様な考えを持って生活している欧米に、自己主張とい
う面で劣るのは、ある意味で仕方がない。しかし、国際社会を担う生徒
にとって将来、自己表現力の有無が大きな分岐点となることは、間違っ
ていない。そして、互いに分かりあう努力こそが、思いやりの育成や、
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真の国際理解になるのではないか。（pp. 10―11）
一般的に単一民族国家と称される日本の場合、多くを表現しなくても他者とコ
ミュニケーションが成立するという文化的特徴があるが、日本が国際化してい
く中で異なる文化的背景を持つ他者と相互理解を図っていくためには、日本人
も積極的に自己表現していくことが求められる。なお、中村は、自己表現は言
語表現だけではないと述べ、特に非言語表現を重視する。
　彼の活動では、はじめに、生徒は映像資料を通してアメリカの学生の学校生
活について学ぶ。続いて、外国語指導助手と、アメリカと日本の文化的違いに
ついて議論を行い、海外文化への理解を深める。後半は、非言語表現をテーマ
とする演劇活動を行う。教師は生徒に感情を記したカードを配布し、生徒は、
そのカードに書かれている感情に基づいた演技（パントマイム）を行う。そう
して簡単な感情表現に慣れたら、今度は、今の活動を発展させてものとして、
短編の物語をもとに演技を行う。
　このほか、1999～2002年度、宝塚市立安倉中学校教諭の藤本光司と林徳治
（2003）も、新設の総合的な学習の時間の実施にあたり、国際社会に対応して
いくための表現力やコミュニケーション能力の育成をテーマとする演劇活動、
具体的には劇の創作と上演を実施している。
「異文化理解」をテーマとする演劇活動
　「国際理解教育」「異文化理解」「演劇」の3つのキーワードを揃えた早期の
活動の一つが、小学校教諭の平島惠子（2001）の活動である。彼女は、インター
ンの大学生とともに、総合的な学習の時間に国際理解教育の一環として英語教
育と異文化理解教育を同時に実現する授業を設計し、その授業の中でクリスマ
スをテーマとする英語劇の創作を行った。彼女は、「英語を通してコミュニケー
ションをはかり、相手の人間性を理解するとともに、異文化理解学習を進める
ことで、表現力や進んで関わろうとする意欲が歓喜できる」（p. 43）と主張する。
　英語劇の創作にあたり、平島らは、①クリスマスという文化を通して、家族
との接し方や家族の関係について考える、②英語活動を通して異文化を理解し、
自分たちの文化を振り返る、③ATと楽しく活動しながら外国語に親しむ、と
いう狙いを立てた。また、授業は全6回で、1回目の授業ではクリスマスに関
するクイズを、2回目の授業ではクリスマスカードなどの作成を行った。続い
て、3回目の授業の時に劇で使用するクリスマスの物語の準備をし、4回目の
授業で台詞と動きの練習を、5回目の授業で衣装をつけて稽古をし、そして、
国際理解教育および国際教育における演劇活動
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6回目の授業で練習した劇の発表を行った。
　このほか、国語教科書に掲載されている韓国のお話「3年とうげ」を素材と
した異文化理解をテーマとする演劇活動、具体的には劇の創作も行われている
（紅林、2005）。
「多文化共生」をテーマとする演劇活動
　国際理解教育を視野に入れながら、多文化共生をテーマとする演劇活動を
行っている例の一つが、同志社女子大学の藤原孝章が1995年から長年実施し
ている「ひょうたん島問題」（藤原、2002）である。藤原（2008）は「移民や
外国人労働者が増えつつある現代社会の課題とその解決のあり方を、多文化共
生の観点から体験的に理解する」（p. 3）ためにこの教材を開発したと述べる。
この活動では、生徒たちがロールプレイ（役割演技）を用いて、多文化化する
「ひょうたん島」の5つの社会問題―①コミュニケーション、②文化、③教育、
④コミュニティ、⑤環境について考えていく。
　活動は、次のように社会問題別に5つに分かれている。
①あいさつがわからない―異文化コミュニケーション
②カーニバルがやってきた―祝祭と労働
③ひょうたん教育の危機―教育の国際化
④リトル・パラダイスは認められるか―移住地域とコスト
⑤ひょうたんパワーの消滅―共有財産
　例えば、①の活動を取り上げる。その狙いは「コミュニケーション・ギャッ
プの体験から、文化には固有の習慣や価値観があることを理解する」（p. 31）
ことにある。活動では、最初に教師は生徒を「ひょうたん島」「カチコチ」「パ
ラダイス」の3つのグループに分ける。次に、生徒に、例えば「あなたはひょ
うたん人です。あなたはカルパーと声をかけてあいさつし、軽く微笑んで静か
にお辞儀をします」などと書かれた役割カードを配布する。配り終わったら、
生徒はカードの指示に従い、他のグループ（島）の人たちにあいさつに行く。
当然、コミュニケーションはうまくいかない。しばらくしたら活動を終え、活
動の感想を述べる。その後、紙芝居ツールを使用し、それぞれのグループのコ
ミュニケーション・スタイルの違いについて確認し、この場面における問題は
何かを検討する。
　そのほか、2001年度には、東京学芸大学附属世田谷小学校教諭の中山京子が、
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国際理解教育を意識しながら、多文化共生をテーマとする「ワールドカル
チャー」の活動を実施し、その中で調べ学習をもとにした劇の創作を行ってい
る（国際文化フォーラム、2003；中山、2003）。
「平和教育」をテーマとする演劇活動
　平和教育をテーマとする演劇活動の歴史は、第二次世界大戦後、都立白鴎高
等学校の演劇部が上演した『ひめゆりの塔』（原作：石野径一郎、脚本：宮沢
千鶴、1951年初演）に遡る。その後、学校の授業や演劇鑑賞教室、演劇部の
活動などで数多く平和教育をテーマとする演劇活動が行われてきた。
　1978年、中学校教諭の照屋洋（1988）は、過去に戦争があったことは認識
しているが、よくわかってない学生たちに対し、戦争について理解を深めても
らうべく、戦争をテーマとした劇を創作し、上演することにした。劇の執筆は
照屋が担当し、『戦争は終わらない』という劇を創作した。この劇を書くにあたっ
て、彼は、過去の出来事である戦争を、今を生きる学生たちに結びつけるため
に、被曝したことからくる発病の不安におののきながら毎日を過ごしている中
学生の物語を描いた。
　ところが、学生たちにこの台本を配り、感想を聞いたところ、読んでいて涙
が出てしまったという感想がある一方で、多くの学生が「からだからウジがわ
いて出るなんで気持ち悪くて……」といった感想を述べた。そこで、照屋は、
こうした過去の事実から目を背けないでまっすぐ見ることをさせるために「学
習会」を設け、学生に台本を執筆する際に参考にした資料―原爆詩や作文を話
して聞かせたり、あるいは家の人の戦争の話を聞いてくるよう宿題を出した。
すると、はじめは台本に抵抗を感じていた学生たちが、いつの間にか興味を持っ
て取り組むようになったという。照屋はこのことについて、「戦争や原爆を体
験していないだけに、それについての「学習」は彼らのイメージを広げ、せり
ふの言いまわしや間の取り方に工夫をこらすようになった」（p. 49）と振り返
る。そうして、照屋と学生たちは練習を重ね、世田谷区演劇研究発表会で発表
を行なった。
　このほか、平和教育をテーマとした演劇活動には、原発（広瀬、1988）や差
別（浅田、1988）を扱ったものがある。
「国際交流」をテーマとする演劇活動
　国際交流をテーマとする演劇活動の例はそれほど多くない。啓明学園中学高
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等学校の国際交流コーディネーターである関根真理（2010）は、3年生の国際
理解の授業で、国際交流をテーマとする演劇活動を実施した。当時、その高校
にはタイ人の高校生たちが訪問していたことから、日本人学生とタイ人学生と
の間に積極的な交流が起こるよう―具体的には、そのタイ人の学生たちが、翌
日、ディズニーランドへ遠足に行くことになっていたことから、関根は、「ディ
ズニーランド」を素材とする演劇活動を設計した。
　まず、タイ人学生が必ず2人は入るよう配慮しつつ、学生を5～6人のグルー
プに分ける。次に、イギリスの演劇教育で使用される演劇の技法「専門家のマ
ント」を使用し、学生たちには、ウォルト・ディズニー社の企画開発チームの
専門家となってもらう。そして、各グループで、専門家として「もしタイにディ
ズニーランドをつくるとしたらどのようなアトラクションを開発できるか」に
ついて考えてもらう。その際、教師は学生に、アトラクションにはタイならで
はの文化を紹介できるような内容を盛り込むよう指示する。次に、話し合いを
通して浮かんできたアイディアを模造紙に絵として描いていき、各チームにど
のようなアイディアが出てきたかを発表してもらう。例えば、あるチームは、
観光客が象に乗りつつタイの舞踏を観たり、ジャングルに入って大自然に触れ
るという、タイの自然と文化をテーマにしたアトラクションの案を出した。
　そのほか、国際交流をテーマとする演劇活動には、外国人の芸術家からその
国の伝統芸能の指導を受けたり、外国にルーツを持つ若者たちと一緒に劇を創
るといったものがある。
「国際協力」をテーマとする演劇活動
　国際交流をテーマとする演劇活動の例もそれほど多くない。1999年度から
神奈川県立神奈川総合高校教諭の鈴木栄たちは、国際協力をテーマとするグ
ローバル学習を実施し、そこで演劇活動も行っている（国際文化フォーラム、
2003；大谷、2003）。その内容は2つに分かれる。一つは「イングリッシュ・
デイ・キャンプ」で、学生はグローバルな視点を広げ、世界の問題を英語で考
え発信する力を身につけるべく、NGOや国連機関によるワークショップなど
に参加する。もう一つは「ワン・コイン・コンサート」で、学生は、NGOな
どの協力のもと、開発途上国の支援金プログラムを設計し実施する。その際、
学生たちは支援金プログラムの資金を集めるべく、イベントを企画し、そのイ
ベントで得た収益をそのプログラムに充てる。例えば、1999年度の学生はア
ジアキリスト教教育基金と協力して「バングラディシュの学校支援」を、2000
年度の学生はアジア象の会と協力してタイの地雷で傷ついた象の支援を、2001
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年度の学生はネパリ・バザーロと協力して「ネパールの学校支援」を行った。
　ここでは、2002年度の事例を取り上げる。はじめに、学生たちは「イングリッ
シュ・デイ・キャンプ」で、フェアトレードNGOのネパリ・バザーロによるワー
クショップを受けながら、ネパールの暮らしや子どもの就学状況などについて
学習した。また、地球市民かながわプラザを訪問し、ネパールや他の国の社会
状況や文化に関する理解を深めた。次に、「ワン・コイン・コンサート」で、
学生たちは、「海外支援」「ネパール」「フェアトレード」というキーワードを
もとに、「ネパールの子どもたちへの奨学金の支援」を目的とする企画を立てた。
具体的には、ネパリ・バザーロの協力のもと、奨学金の支援先を選定したり、
現地のサポート活動者との話し合いを行なった。また、地球市民かながわプラ
ザの協力のもと、ワンコイン・コンサート（生徒によるフェアトレード劇、音
楽演奏、ダンスなどの発表、ネパール菓子の制作販売、フェアトレード製品の
販売など）を開催した。つまり、ここでは、劇の創作と発表はフェアトレード
について学習するという意味と、国際協力という観点から支援金プログラムの
資金集めという意味がある。その後、学生たち（ワンコンコンサート実行委員）
は、ネパリ・バザーロと共同で奨学金のモニタリングを行った。
　そのほか、2012年、札幌清田高等学校教諭の加藤裕明は、グローバルコー
スの2年生を対象とする国際協力の授業において、アフリカ・ガーナの児童労
働やフェアートレードに関する学習を実施し、その中でロールプレイや劇づく
りを行っている。
「人権教育」をテーマとする演劇活動
　人権教育で取り上げられるテーマは幅広く、日本国憲法の基本的人権を筆頭
に、女性、子ども、高齢者、障がい者、同和（部落）、アイヌ、外国人、HIV
感染者・ハンセン病患者、刑を終えて出所した人、犯罪被害者などがある。
　ここでは、『国際理解教育』（1992）の著者である大津和子の実践を紹介する。
彼女は、その書籍の中で「マイノリティ」をテーマとする国際理解教育活動と
それに付随する演劇活動を紹介する。この活動の目標は、次の通りである。
1． マイノリティとマジョリティの概念を説明することができ、各マイ
ノリティの置かれている状況を理解できる（知識理解）
2． マイノリティに関して収集した情報をもとにレポートおよびロール
プレイの台本を作成し、演じることができる（技能習得）
3． マイノリティに対する関心を深め、マイノリティの人権を確立する
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ためにどうすればいいかを考えようとする（態度変容）
　第1回目の授業（導入）では、教師は、学生にマイノリティとマジョリティ
の概念を理解してもらうための活動を実施する。例えば、クラスを2つに分け、
A型とAB型を性格が優れているマジョリティとし、B型とO型を性格が劣る
マイノリティとする。また、「何事も決定権はマジョリティに与えられ、マイ
ノリティはそれに従わなければならない」といったルールを設定し、そのルー
ルをもとにいくつかの活動を行う。例えば、席替えの活動において、教師は、
「まず、マジョリティが好きな席に座りなさい。それから、マジョリティがマ
イノリティの座席を決めてあげなさい。マイノリティはマジョリティから座席
を決めてもらわないと座ることはできません」といった指示を与える。当然、
マイノリティ側から不満の声が上がる。第2～3回目の授業（問題の把握）では、
学生は映画『目撃者』を観賞し、アメリカ社会におけるマイノリティであるアー
ミッシュ（ドイツ系移民の宗教集団）がどのような暮らしをしているか、周囲
からどのように見られているかに対する理解を深める。第4～7回目の授業（問
題の追及）では、冒頭で、教師が、在日韓国・朝鮮人、アイヌ、インドのアウ
トカーストなど、世界のマイノリティを簡単に紹介する。次に、学生を数人の
グループに分け、グループごとに研究テーマとするマイノリティを一つ選択し、
レポートを作成してもらう。そのレポートの主な項目は、マイノリティの暮ら
し（衣食住）、仕事（職種・賃金・失業率など）・歴史・言語・文化・市民権・
偏見などである。第8～10回目の授業（問題の追及）では、はじめに、南アフ
リカのアパルトヘイトをテーマとする映画『遠い夜明け』を鑑賞し、マイノリ
ティがどのような厳しい状況に置かれ、どのように闘っているかを知る。第
11～13回目の授業（問題の表現・解決への模索）では、学生が執筆したレポー
トに基づいてロールプレイを行う。学生はグループに分かれ、各グループの人
数に応じて家族構成を決める。仕事や歴史など、それぞれの人物が話す内容を
決定し、台本を作成し、そしてその台本を使用して、自分たちマイノリティが
置かれている立場について家族で話し合っている場面を作る。ロールプレイの
後は、学生は「感じたこと」を話し合うとともに、「自分たちマイノリティ一
家が置かれている状況を少しでもよくするにはどうしたらいいか」を相談し、
さらに「具体的な案をカードに書く」といったことを行う。また、各学生は、
「マイノリティとマジョリティ」というテーマでレポートを書く。
　そのほか、松本大学の秋田真（2018）は、弘前大学教育学部附属小学校6年
生の社会科の授業で哲学者ジョン・ロールズの「無知のベール」を用いながら、
「基本的人権の尊重」をテーマとする授業を実施し、その中でロールプレイを
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実施している。
「開発教育」をテーマとする演劇活動
　次に、開発教育をテーマとする演劇活動について確認していくが、国際理解
教育と同様に、開発教育もまた、その対象とする分野が「子ども」「文化」「食」
「環境」「貿易」「貧困」「識字」「難民」「国際協力」「ジェンダー」「在住外国人」
「まちづくり」など、多様化している（開発教育協会、2001）。そこで、ここで
は「難民」をテーマとする演劇活動に限定し、その内容を確認していく。
　1990年代初頭、慶應義塾普通部教諭の太田弘たちは『ワールド・スタディー
ズ　あなたは地球人になれますか』（1990、笹川平和財団）という開発教育の
教材を開発し、その中で「難民」をテーマとするロールプレイの活動を紹介し
た。それは「逃れてきた人たち」という教材で、その狙いは「国際化の進展の
中、難民に関心を持ち、人権問題として捉えていくこと」にある。
　活動は、難民が写った写真の分析からはじまる。その写真を見ながら、教師
は生徒に、例えば「この人たちを見てどう思いますか？」「この人たちはどん
な暮らしをしているでしょう？」「この人たちはなぜそのような暮らしをして
いるのでしょう？」といった質問を問いかける。2つ目の活動では、教師は世
界難民地図や難民の子どもの記述などを使用しながら、難民についての説明と
実例を紹介する。その説明と紹介が終わったら、3番目の活動に入る。生徒を
4～5人のグループに分け、グループごとに難民の子どもの記述から一人を選
択させる。そして、その子どもの立場になって、「名前」「出身」「難民になっ
た理由」「難民になってからあなたは、どんなめにあいましたか？」「あなたの
家族はどうなりましたか？」「難民になって一番苦しかったこと、悲しかった
ことは何ですか」などの質問が書かれたワークシートに自分たちの答えを記入
してもらう。4番目の活動では、ロールプレイを行う。グループの代表者1名
が難民の子どもを演じ、教師が、国連の難民救済機関の調査員を演じる（記さ
れていないが、演劇の技法「ティーチャー・イン・ロール」が使用されている）。
そして、ワークシートに基づいて、調査員が「難民」から聞き取り調査を進め
る。4番目に、日本人である自分が難民になった場合の状況について考えてみ
る―「XXXX年に日本に大地震が発生し、各地の原子力発電所が壊れ、全国
的に放射能汚染が発生しました。あなたは、難民になり、全く言葉も通じず、
知った人もいない外国へ逃れてきました。難民のあなたはどのようにしてもら
いたいですか？」。各グループで、この質問に対することばを考える。
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「環境教育」をテーマとする演劇活動
　先にも紹介した大津（1992）は、環境教育、具体的には「熱帯雨林問題」を
テーマとする国際理解教育の活動についても紹介しており、やはりそこでロー
ルプレイを採用している。この活動の3つの目標は以下の通りである。
① 熱帯林が急速に消滅しつつある現状、その原因および影響を理解する
ことができる（知識理解）
② 熱帯林問題に関するロールプレイを演じ、消費者としてどうすべきか
を考えることができる（技能習得）
③ 環境問題に関心を持ち、地球環境をできるだけ破壊しない暮らしかた
を心がけようとする（態度変容）
第1～3回目の授業（問題の把握と追及）では、世界の熱帯林の分布図や映像
資料などを通して減少する世界の熱帯林の現状や日本の木材輸入量、熱帯林伐
採の影響について学習する。また、熱帯林の住人や州の役人、日本の政府高官
など、熱帯林をめぐって異なる立場にある人物が登場するロールプレイを行い、
この問題を日本の消費者としてどのように考えるかを探る。このロールプレイ
には、次の6名が登場する。
イボン 熱帯林の住人 熱帯林輸出に反対
ラーマン氏 サラワク州政府森林担当官 熱帯林輸出に推進
イブリンさん ペナン消費者協会リーダー 熱帯林輸出に反対
安田氏 総合商社のサラワク担当営業マン 熱帯林輸入を担当
村上氏 日本の政府高官 熱帯林輸入に推進
アリサさん 国連ユネスコ職員 熱帯林貿易に反対
学生は6人ずつのグループを作り、配役を決め、自分の役の台本を確認する。
その台本をもとに、登場人物になったつもりで演じ、グループの他の登場人物
に対して自分の意見を主張する。こうして、学生は、異なる立場から異なる意
見を主張し、そこから、いかなる問題についても、異なる立場から異なる意見
があるうるということを学ぶ。第4～6回目の授業（解決への模索）では、ビ
ンゴゲームを行う。各学生は、自分が地球環境を守るために簡単にできること
（新聞を古紙回収業者に出す、風呂の残り湯を選択に使うなど）を考え、5×5
のマス目に一つずつ記入する。学生は、一人ずつ順番にマス目に書いたことを
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読み上げる。もし自分のマス目に同じ内容があれば印をつけ、縦・横・斜めの
いずれかで5つの内容が繋がったものが2つ出来上がり、それが2つ交差した
ら「ビンゴ」と言う。また、壁新聞の作成も行う。各学生は関心を持った環境
問題をテーマとし、岩波ブックレット「地球汚染Q&A」「フロンガスが地球を
破壊する」などを調べ、壁新聞を作る。
　このほか、嘉悦大学の安田利枝（2005）の森林資源をめぐる国際理解教育の
活動（シュミレーション・ゲーム）や、麻布大学の福井智酷や丸山恭広ら（2009）
による遺伝子組み替えイネに関する理科教材、北海道教育大学の大鹿聖公たち
（2009）の環境とまちづくりをテーマとする「トンボ池を守ろう！」という活
動でも、ロールプレイが採用されている。また、環境問題の一つには、ごみ問
題があるが、アジア太平洋資料センターの奥村勇斗ら（2020）は、「プラスチッ
クごみ」をテーマとする開発教育の教材を作成し、やはりそこでもロールプレ
イを使用している。
「Sustainable Development Goals」をテーマとする演劇活動
　東京大学大学院の大平和希子、アジア太平洋資料センターの田中滋らは、開
発教育協会の教材の一つとして、中学生以上を対象に、Sustainable 
Development Goals（SDGs、持続可能な開発目標）をテーマとする開発教育の
教材「スマホから考える世界・わたし・SDGs」を紹介する（開発教育協会、
2018）。この活動の狙いは、①グローバル経済のしくみと社会問題、自分との
つながりを理解する、②消費者として、市民としての責任について考えること
であり、その目的は、「日本を含む世界各地で普及しているスマートフォンを
取り上げることで、生産工程においてさまざまな問題をはらんでいる工業製品
の事例を学び、責任ある消費者として、またより公正な社会をつくる市民とし
ての意識を高めること」にある。
　最初の活動では、4コマ漫画を使用し、スマホの歴史を読み解く。2つ目の
活動では、4つの窓やスマホラインなどのアクティビティを使用しながら、わ
たしたちにとってスマホとはどういう存在なのかを考える。3つ目の活動はス
マホクイズで、これまでに廃棄されてきた携帯電話・スマホはどのくらいの数
などについて考える。4つ目の活動では、スマホの製造と販売に関する絵が描
かれたカードをもとに、スマホが製造され、消費者の手元に届くまでの工程を、
カードを並び変えながら理解する。5つ目の活動では、原料の世界地図を使用
しながら、スマホで使用される原料がどこからきているかについて考える。6
つ目の活動では、映像資料をもとに、スマホで使用される鉱物の採掘現場の状
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況（スマホをわたしたちにもたらしてくれる人々は、どのような人たちで、ど
んな暮らしをしているのか？）について理解を深める。7つ目の活動では、新
聞記事を使いながら、課題解決に向けた世界の動きと、その難しさの両面につ
いて考える。8つ目の活動では、ロールプレイを行いながら、組み立て工場で
働く人々の人権問題について考える。9つ目の活動では、SDGsの理念を確認し、
SDGsとわたしたちの生活、そして、SDGsとスマホを取り巻く問題は、どの
ようにつながっているのかを考える。10番目の活動では、現状を改善するた
めにはどうしたらよいか、一消費者としてだけではなく、多様な立場から出来
ることは何かを考える。
　そのほか、開発教育協会は「パーム油のはなし」（2002）という環境問題に
関する教材も提供しているが、2016年改訂版からは、パーム油をめぐる問題
を理解することはSDGsの成立の背景と意義を理解することにも役立つことか
ら、SDGsについて加筆されている。
国際理解教育をテーマとする演劇活動で使用される演劇の技法
　以上、いろいろな国際理解教育をテーマとする演劇活動について確認してき
たが、そこで使用されている演劇の技法の多くが、劇（学校劇、英語劇）の創
作・上演か、ロールプレイによるものだった。特に、国際理解教育では、役割
カードを使用したロールプレイが非常に多く、主流という印象を受ける。パン
トマイム（中村、1993）もあったが、稀なケースと思われる。
　その一方で、21世紀に入り、ドラマ教育の研究者である小林由利子ほか
（2010）や渡部淳ほか（2010）などによってイギリスのドラマ教育の技法が紹
介されるようになってからは、少しずつイギリスのドラマ教育で使用される技
法を取り入れた国際理解教育をテーマとする演劇活動も増えている。例えば、
すでに述べた通り、啓明学園中学高等学校の関根（2010）は、国際交流をテー
マとする演劇活動の中で、「専門家のマント」を使用している。また、桐朋小
学校教諭の宮崎充治（2014）は、『せかいいちうつくしいぼくの村』（小林豊、
1995）を素材としたコミュニケーションと異文化理解をテーマとする演劇活動
の中で、「サウンド・スケープ」や「ティーチャー・イン・ロール」などの演
劇の技法を使用している。他方、津田塾大学の吉田真理子（2014）は、大学生
を対象にしたものだが、『ハックルベリー・フィンの冒険』（マーク・トウェイ
ン）を素材とした異文化体験をテーマとする演劇活動の中で「内面の声」を使
用している。
　こうした事実は、今後、国際理解教育をテーマとする演劇活動を実施してい
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くにあたり、教師たちが従来の劇の創作・上演やロールプレイのみならず、さ
まざまな演劇の技法についても理解を深め、生徒学生たちの学びをより豊かな
ものにしていく必要があることを示している。
国際理解教育をテーマとする演劇活動の意義
　最後に、佐々木文（2002）の博士論文『国際理解教育の基礎理論の検討及び
その結果を適用した初等教育における教材開発に関する研究』を参考としつつ、
国際理解教育をテーマとする演劇活動の意義について確認しておく。彼女は、
ユネスコや日本の国際理解教育の流れを確認しながら、また、さまざまな国際
理解教育の理論を分析しながら演劇を導入した国際理解教育の意義を説明する。
　佐々木によれば、国際理解教育の目的を、国際理解にとっての基礎となる心
性や態度の育成とした場合に、初等教育での実践が最も適切な時期となるとい
う。また、児童期の子どもが持つ豊かな感性を生かした国際理解教育を行うこ
とで、国際理解教育の本来の目的を達成することができるのだという。そして、
彼女は、そうした場合に最も相応しい活動の一つして能動的活動、今の言い方
でいうところのアクティブ・ラーニングの演劇に注目する。彼女は、これまで
の国際理解教育の学習の内容と方法の限界について次のように説明する。
他地域や他文化についての学習の大半は、知識、情報を得る形であった。
知識や情報を得ることは決して無意味なことではないが、知識や情報の
みでは、学習者が体得した偏見、嫌悪感、恐怖心などを克服できない。
とくに初等教育段階の子どもは、うまれたときからからだ全体で感じ取
り、身をもって覚えたことは、知識よりも、むしろ、他から大きな揺さ
ぶりが与えられることによって、改善されたり、深化していくのではな
かろうか。（p. 119）
また、彼女は、次の2つの点から国際理解教育において演劇が重宝されると説
明する。
学習者に自分自身が無意識に持っている偏見を自覚させ、学習者に葛藤
を与えるような、感性を揺さぶる教材を開発すること［中略］このよう
な教材開発には、次のような二点をふまえる必要があろう。第一に、学
習者が、ナショナルなものの知識や情報をひたすらに、ふんだんに収集
することを必要とするものである。第二に、学習者に、他者理解のため
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に、他者の立場の立脚、受容の心性・態度と、自己理解のために、葛藤・
揺らぎ、自己批判、自己反省の心性・態度を実感させるものである。そ
れは、自己や自集団の外側に立ち、〈向こう側〉から、自己を貫く見方で、
他者―自己間の理解を必要とするものである。これら二点をふまえると
いうことになると、内容としては、ある人間の生き様を物語化したもの
を、方法としては、その人間として擬似的に体験する、〈かかわり〉や〈対
話〉を中心とした身体論的アプローチをとりいれることが適当である。
（p. 119）
初等教育における国際理解教育では、〈かかわり〉や〈対話〉を中心とした身
体論的アプローチが重要となる。その場合に、それに当てはまるアクティビティ
は、演劇以外にどれほどあるだろうか。その意味で、初等教育における国際理
解教育において演劇活動は、非常に重要と考えることができる。
まとめ
　以上、日本の国際理解教育をテーマとする演劇活動について確認した。まず、
日本には、2つの国際理解教育が存在している。もともとはユネスコが提唱す
る国際理解教育が存在していたが、1960年代に入り、政府の教育への介入が
強まると、国際理解教育は、次第に国粋主義的・愛国主義的・国家主義的なも
のへと変化していった。しかしながら、国際理解教育をテーマとする演劇活動
の実践という意味では、この両方が混在した形で幅広く展開している。また、
国際理解教育が対象とする分野が、「表現力」「異文化理解」「多文化共生」「平
和教育」「国際交流」「国際協力」「人権教育」「開発教育」「環境教育」「SDGs」
など、多様化しているため、その分野ごとに演劇活動も多様化している。ただ
し、そこで使用されている演劇の技法については、劇の創作・発表やロールプ
レイが主流を占めている。その一方で、21世紀に入ってから紹介されるよう
になったイギリスの演劇教育の技法の影響により、少しずつではあるが、イギ
リスの演劇教育の技法が導入された国際理解教育をテーマとする演劇活動も増
えつつある。したがって、これからの教師は、学生の学びをより豊かなものに
するべく、幅広い演劇の技法を駆使して国際理解教育をテーマとする演劇活動
を展開していく必要がある。
　また、佐々木文によれば、初等教育における国際理解教育においては、〈か
かわり〉や〈対話〉を中心とした身体論的アプローチをとりいれることが適当
であり、その意味で演劇活動を取り入れることは意味あることだという。
（39）― 118―
　今後の課題としては、今回は国際理解教育が対象とする幅広い分野のそれぞ
れで演劇活動が行われていることを証明することに力点を置いたが、そのため
に2つの問題が生じている。1つは、歴史的視点が抜け落ちていることである。
国際理解教育をテーマとする演劇活動をより歴史的な視点から研究することが
必要である。また、もう一つの問題は、「表現力」「異文化理解」「多文化共生」
などの各分野においてどういった演劇活動が行われてきたのかの細かい分析が
できていないことである。それぞれの分野における演劇活動の展開について詳
しく調査していく必要がある。それらに加えて、どの演劇活動が、ユネスコの、
あるいは中央教育審議会や文部科学省の国際理解教育の目的の影響を受けてい
るかを整理してく必要があるだろう。
参考文献
秋田真（2018）「小学校6年生の基本的人権の判断に及ぼす「無知のベール」の効果─経
済的公正を勘案させる教材活用を通して─」37（37）pp. 138―144．
浅田弘（1988）「脚本「トラジ」」日本演劇教育連盟（編）『平和教育と演劇/障害児教育
と表現活動』晩成書房、pp. 31―41
大鹿聖公・大鹿居依・佐藤崇之・向平和（2009）「中学校理科第2分野「自然と人間」に
おける活動教材の効果について　その2―Project Wild（PW）を改良したアレンジ
版活動教材「トンボ池を守ろう！」を使った授業実践から―」『生物教育』50、pp. 
1―10
大谷千恵（2003）「神奈川総合高校のGlobal Education（2003　秋学期　国際理解教育）」
『大谷千恵の教育ページ』
 http://www.tamagawa.ac.jp/teachers/edu/ohtani/handouts/Suzuki2.html
大津和子（1992）『国際理解教育―地球市民を育てる授業と構想』国土社
開発教育協会（2018）『スマホから考える世界・わたし・SDGs』開発教育協会
開発教育協会（2020）『プラスチックごみ―開発教育アクティビティ集4』開発教育協会
加藤裕明（2013）「札幌の高校生はアフリカの児童労働をどのように学び、フェアートレー
ド活動をどのうように行ったか―演劇手法を用いた「国際協力」の授業」『北海道
地域文化研究』（5）p. 26―36
国際文化フォーラム（2003）『国際文化フォーラム通信』（60）国際文化フォーラム
紅林富子（2005）「地域のよさを知り、外国を身近に感じられる学習活動の工夫」静岡市
教育センター『研究紀要第1号　参加型学習、地域資源の活用による国際理解教育』
静岡市教育センター、pp. 16―23
小林由利子・中島裕昭・高山昇・吉田真理子・山本直樹・高尾隆・仙石桂子（2010）『ド
ラマ教育入門』図書文化社
笹川平和財団（1990）『ワールド・スタディーズ　あなたは地球人になれますか』笹川平
和財団
国際理解教育および国際教育における演劇活動
（40）― 117―
佐々木文（2000）『日本人の対外国観と国際理解：国際理解教育の理念の歴史的検討を中
心に』『国際協力研究誌』6（1）
佐々木文（2002）『国際理解教育の基礎理論の検討及びその結果を適用した初等教育にお
ける教材開発に関する研究』（博士論文）広島大学
関根真理（2010）「タイにディズニーランドをつくるには」渡部淳・獲得型教育研究会（編）
『学びを変えるドラマの手法』pp. 89―94
田ヶ谷省三・関根麻理・宮崎充治（2014）「実況中継　ハックの冒険をもとに人生のジレ
ンマを考えよう」渡部淳・獲得型教育研究会（編）『教育におけるドラマ技法の探
究　学びの体系化」にむけて』赤石書店、pp. 163―178
田渕五十生（2001）「国際理解教育の歴史と「総合的な学習の時間」」『高円史学』（17）
中央教育審議会編（1974）『教育・学術・文化における国際交流について：答申』中央教
育審議会
中央教育審議会（1996）『21世紀を展望した我が国の教育の在り方について：中央教育
審議会　第一次答申』
照屋洋（1988）「劇「戦争は終わらない」上演までの記録―中学校の実践」日本演劇教育
連盟（編）『平和教育と演劇/障害児教育と表現活動』晩成書房、pp. 46―50
永井滋郎（1989）『国際理解教育』第一学習社
中村和久（1993）「自己表現力育成を目指したドラマ授業」『海外の教育』19（5）、pp. 
10―13
中山京子（2003）「実践研究　総合学習「ワールドカルチャー」の実践における子どもの
思考分析―多文化教育と国際理解教育のインターフェイスの視点から」国際理解教
育（9）、pp. 90―103
日本ユネスコ国内委員会編（1960）『学校における国際理解教育の手びき』日本ユネスコ
国内委員会
平島惠子（2001）「インターンと学ぶ英語―ドラマ・メソッドを用いた異文化理解」『視
聴覚教育』55(2)、pp. 42―45．
広瀬隆（1988）「原発・芸術・教育―表現のリアリティと子どもたち」日本演劇教育連盟
（編）『平和教育と演劇／障害児教育と表現活動』晩成書房、pp. 31―41
福井智酷・丸山恭広（2009）「遺伝子組み替えイネに関するロールプレイを中心とした理
科教材の開発」『日本理科教育学会全国大会要項』（59）、p. 309
藤本光司・林徳治（2003）「国際理解教育を軸にした表現力育成に関する授業実践―ドラ
マ学習を通した表現能力の育成について―」『山口大学教育学部附属教育実践総合
センター研究紀要』
藤原孝章（原著・監修）（2002）『ひょうたん島問題：多文化共生をめざして　地球市民
教育参加・体験型学習CD-ROM教材』ジークス
藤原孝章（2008）『シミュレーション教材「ひょうたん島問題」多文化共生社会ニッポン
の学習課題』明石書店
宮崎充治（2014）「ドラマワークで物語を読み、ひらき、つながる」渡部淳・獲得型教育
研究会（編）『教育におけるドラマ技法の探究　学びの体系化」にむけて』赤石書店、
pp. 37―56
（41）― 116―
安田利枝（2005）「森林資源をめぐるシミュレーション・ゲームの実践事例：国際理解教
育の教材開発を目的に」『嘉悦大学研究論集』48（2）pp. 43―61
米田伸次（2008）『わが国のユネスコ・スクールの経緯と現状』文部科学省
 http://www.mext.go.jp/unesco/002/004/08043006/001/001.htm
臨時教育審議会（1985）『教育改革に関する答申　第一次』臨時教育審議会
臨時教育審議会（1985）『教育改革に関する答申　第二次』臨時教育審議会
臨時教育審議会（1985）『教育改革に関する答申　第三次』臨時教育審議会
臨時教育審議会（1988）『教育改革に関する答申　第四次』臨時教育審議会
渡部淳・獲得型教育研究会（編）（2010）『学びを変えるドラマの手法』旬報社
